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[1会 場]新潟市會津八‐記念館
[開 館 時 間 ]10時 ～ 18時 (17時 30分まで受付)

[休 館 日 ]月 曜 日 (た だし祝日の場合は翌日)、 年 末 年 始 (12月 28日 ～1月 3日 )

[入 館料 ]一 般500円 、大学生300円 、高校生200円 、小。中学生100円
※団体2o名林以上2割引、土日祝日は小・中学生無料
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ら
‐
１
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笏
田

瑞

穂

（
俳

号

¨
み

づ

ほ

１

８

９

３

～

１

９

７

５

）
は

、

戦
後
、
含
津
八

一
と
親
交
を
深
め
、
主
治

医
的
な
存
在
だ

っ
た
人
物

で
、
令
和

５

（
２
０
２
３
）
年
で
生
誕
１
３
０
年
を
迎

え
ま
し
た
。

瑞
穂
は
、
新
潟
大
学
で
日
本

の
脳
神

経
外
科
の
礎
を
築

い
た
名
医
と
し
て
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
俳
人
と
し
て
も
評

価
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
濱
虚
子

の
門

下
と
し
て
、
新
潟

の
俳
句
仲
間
に
請
わ

れ
て
昭
和
４
（
１
９
２
９
）
年
か
ら
没
す

る
ま
で
真
萩
会
を
主
宰
し
、
俳
誌
『ま
は

ぎ
』
を
創
刊
。
そ
の
句
は
客
観
写
生
を
標

榜
し
、
句
友

で
医
師

の
高
野
素
十
と
共

に
研
鑽
を
重
ね
ま
し
た
。

ま
た
、
瑞
穂
は
身
近
な
対
象
物
を
そ

の
ま
ま
忠
実
に
描
く
水
彩

の
写
生
画
を

趣
味
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
写
生
画

は
あ
く
ま
で
も
自
身

の
楽
し
み
で
し
た

が
、
対
象
を
そ
の
ま
ま
描
こ
う
と
す
る

姿
勢
を
八

一
は
称
賛
し
、
数
多
く

の
賛

を
入
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
瑞
穂
は
「
僕
の
趣
味
第

一

等
は
俳
句
で
は
な
く
書
だ
よ
」
と
知
人

に
漏
ら
し
て
い
た
ほ
ど
、
書
が
得
意
で

あ
る
と
自
認
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

人

一
の
書
に
心
酔
す
る
あ
ま
り
、
次
第

に
揮
塁
す
る
こ
と
は
少
な
く
な

っ
た
と

い
い
ま
す
。
た
だ
し
、
昭
和
５０
（１
９
７
５
）

年
に
当
館
開
館
時
に
建
立
さ
れ
た
石
碑

「
財
団
法
人
會
津
八

一
記
念
館
」
の
文
字

は
、瑞
穂
の
書
に
よ
る
も
の
で
す
。

本
展
で
は
当
館
が
所
蔵
す
る
會
津
八

一
の
書
画
作
品
、
中
田
瑞
穂
と
の
合
作

を
中
心
に
紹
介
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
、

１７
回
を
迎
え
た
「會
津
八

一

の
歌
を
映
す
」
秋
卿
道
人
賞
写
真

コ
ン

テ
ス
ト
の
入
賞
入
選
作
品
展
も
同
時
開

催
い
た
し
ま
す
。
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隧 ||:Ш 瑞穂画・會津人一書〈鮭1升 心無機事案有好書カ

斃:會津人一筆〈中田瑞穂宛書簡、昭和25年 1月 10日 〉 警磯中田瑞穂画 會津八一書
`1吊

るし柿図 あさひさす)

轟書中田瑞穂画・會津八一書〈老酒壷図・青蓮居士訥仙人〉 憑 會津人一書画(自 画像図・かまづかの|

[講 師 ]山 内春夫先生(新潟大学名誉教授、若萩(医学部俳句部))

[日 時 ]2024年 3月 7日 (木)14:00～ 15:30

[会 場 ]日報ホール(新潟日報メディアシップ2階 )

[聴 講料]500円  [定 員 ]120名

野中吟雪館長に

よる作品鑑賞会

[日 時 ]2024年 3月 10日 (日 )

14:00^ψ 糸150分

[会 場 ]当 館展示室

(申 込不要/要当日観覧券)

[同 時 ]会期中の第2・

(12月 24日、1月 14日 、28日、

2月 11日 、25日、3月 10日 、24日 )

11:00～ 約50分

[会 場 ]当館展示室

(申込不要/要当日観覧券 )

鰈滲
× 文芸講演会 莉■■1'1:

鐵 「脳外科の父・俳人みづ
|′a

心友秋夕中道人ご俳句」

事繭申込制

※イベント1と4の聴講をご希望される方は、専用申込フォームか往復はがきのいずれかでお申し込みください。

往復はがきの場合、参加を希望するイベント名と、住所、氏名、電話番号を明記のうえ、會津八一記念館まで

お送りください(た だし1通につき1イ ベント、1名様でのご応募といたします)。 定員に達し次第締め切ります。

専用中込
フォームは
こちら

期間中、本展覧会名を2人 の書家による揮皇で展示室前に掲示しています。
●12月 19日～2月4日 :今井暁歩先生〈新潟県書道協会理事〉

●2月 6日～3月 24日 :渡邊南障先生〈新潟県書道協会理事〉

〒950‐ 0088新潟市中央IX万代3-1-1新 潟日報メディアシップ 5F

TEL.025‐ 282‐ 7612/FAX 025‐282-7614

当館へはメディアシップのエレベーターをご利用ください。(階段はございません)

◎ 交 通 の ご 案 内 新潟駅からバス約9分、タクシー約5分、徒歩約15分 、新潟空港から タクシー約15分

◎ 駐 車 場 の ご案 内 メディアシップ駐車場 (24時間営業)第 班 車場は220円 、

第2駐車場は200円 (第 1、 第2共に30分 税込 )

※周辺には、万代シテイ駐車場、朱鷺メッセ駐 車場などもございます。

あ
」L
●

″重「
新潟市 會 津 八 一 記 念 館

AIZU YA:CHI
MEMOR:AL MUSEUM

爾
う 1

~~誦
藤

幸コ

′
■
″
一ム

“
メ
作
″


